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伊豆諸島北部海域産個体でみられた舵鰭突出部の個体変異
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はじめに
ヤリマンボウMasturus lanceolatus (Liénard, 1840)

は世界中の温帯・熱帯海域に広く分布し，フグ目
マンボウ科 Molidaeヤリマンボウ属 Masturusに
属する大型魚類である（波戸岡・萩原，2013；松
浦，2017; Sawai et al., 2020）．本種は外観が似て
いるマンボウ Mola mola (Linnaeus, 1758)やウシマ
ンボウ Mola alexandrini (Ranzani, 1834)と混同さ
れることが多く，スーパーマーケットや鮮魚店で
はよく「マンボウ」としてディスプレイされたり
（Fig. 1），販売されたりする．しかし，本種は舵
鰭（尾鰭に見える部位）の中央よりやや背側が後
方に突出すること，下顎が上顎よりわずかに前方
に突出すること，マンボウ属 Molaより鶏卵に似
た卵形の体型であることなどの特徴から形態的に
識別可能である（波戸岡・萩原，2013；松浦，
2017; Sawai et al., 2020）．
日本近海におけるヤリマンボウは青森県から

沖縄県まで散発的に記録されているが（波戸岡・
萩原，2013；澤井，2020），マンボウ属と比較し
て漁獲が稀であるため（松浦，2017），未記録地
や長期間学術的な報告が行われていない都道府県
がある．
このたび，2024年 11月に京都府近海と伊豆諸

島北部海域でヤリマンボウが漁獲された．筆者が
調べた限りでは，京都府近海からの本種の記録は
220年以上学術的な報告が行われていなかったた
め，ここに今世紀での確かな記録として報告する．

また，伊豆諸島北部海域からは本種の舵鰭突出部
の長い個体と短い個体が同所的に漁獲され，稀有
な事例になると考えられたため合わせて報告する．

材料と方法
本研究で調査したヤリマンボウ 3個体に関す

る写真や情報は，謝辞に記した情報提供者から得
られ，写真の観察から外部形態の調査を行った．
ヤリマンボウの計測方法（全長，帯前体長）は澤
井ほか（2022: fig. 3）にしたがった．本 3個体の
漁獲日における漁獲場所周辺の海面水温は，日別
海面水温（気象庁，2024）からデータを読み取った．
日本海側からのヤリマンボウ 1個体（Fig. 2）は，

2024 年 11 月 1 日 に 京 都 府 宮 津 市 長 江 沖
（35°39'00.9"N, 135°15'32.1"E）に設置された定置網
によって漁獲され，20分間ほど船上に置かれたが，
生きたまま海に戻された．本個体は直接計測され
ていないが，Fig. 2Aに映っている長さの分かっ
ている黄色い籠との画像上での対比から，全長 83 

cm前後（帯前体長 64 cm前後）と推定された．
一方，太平洋側からのヤリマンボウ 2個体（Fig. 

3）は，2024年 11月 10–11日にサバ類を主な漁
獲対象としたまき網によって伊豆諸島北部海域
（ お お ま か な 推 定 操 業 範 囲 33°54'–34°40'N, 

138°49'–139°38'E）で漁獲され，陸揚げ後に解体
処理された．本 2個体には舵鰭突出部の長い個体
（臀鰭が切断されている）は IzuMa-1，舵鰭突出
部の短い個体は IzuMa-2と個別のサンプルコード
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を与えた．本 2個体とも直接計測はされていない
が，メジャーと一緒に撮影された複数の写真によ
る画像上での対比から，それぞれ IzuMa-1は全長
115–120 cm（帯前体長 90–95 cm），IzuMa-2は全
長 115–120 cm（帯前体長 100–105 cm）と推定さ
れた．

結果と考察
種同定と水温　本研究で調査した 3個体は，舵

鰭の中央よりやや背側が後方に突出すること
（Figs. 2A, 3A矢印），体型が卵形であることから
ヤリマンボウと同定された．
本研究で調査したヤリマンボウの漁獲場所周

辺の海面水温は，京都府産個体は 21–22℃，伊豆
諸島北部海域産個体は 24–27℃であった（気象庁，
2024）． こ れ ら 3 個 体 の 出 現 海 面 水 温 は，
Nyegaard et al. (2018)で知られている本種の出現
海面水温範囲（21.5–27.2℃）に入った．同月内に
日本海側でも太平洋側でも漁獲されたことを考え

ると，本種はおそらく海域問わず好適水温帯に広
く分布している可能性がある．本種はおおまかに
日本海側では秋季から冬季，太平洋側では夏季か
ら秋季に出現する傾向が示唆されており，特に冬
季の日本海側では時折沿岸に打ち上げられる現象
が知られている（例えば，Nishimura, 1965；川上，
2002；池田・中坊，2015；澤井・杉山，2021）．
本種の好適水温の指標として海面水温 21℃帯の
日本近海での季節的移動に注目すると，太平洋側
は比較的緩やかに季節的な南北移動をしているこ
とに対し，日本海側は 5月から 6月にかけて九州
から東北へと一気に北上し，10月から 11月にか
けて東北から九州へと一気に南下していた（気象
庁，2024）．また，日本海側の海面水温は秋季か
ら冬季にかけて太平洋側より広い範囲が一気に低
下するため（気象庁，2024），日本海側の本種が
好適水温帯に滞在するためには，短期間に太平洋

Fig. 1. Masturus lanceolatus displayed as “Mola mola (マンボウ )” 
in the Japanese supermarket/fresh fish shop. A: photographed 
by Shizuka Nagaoka on 24 November 2022. B: photographed 
by Edelman on 5 November 2022. Arrows: clavus median 
projection.

Fig. 2. An individual of Masturus lanceolatus (around 83 cm 
estimated total length, around 64 cm estimated pre-clavus 
band length) captured by set nets off Nagae (35°39'00.9"N, 
135°15'32.1"E), Miyazu City, Kyoto Prefecture, Japan, on 1 
November 2024. A: 07:49 (= hour: minute), photographed by 
Daisuke Bamba. B: 08:01, photographed by Shigemi Niki. 
Arrow: clavus median projection.
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側より長距離を南下する必要がある．水温的視点
から考えると，冬季の日本海側における本種の打
ち上げ現象は，南下し遅れ水温低下により弱体化
した個体が関与している可能性が考えられた．
京都府近海産のヤリマンボウ　ヤリマンボウ

の国内分布について広範囲に調べられた文献
（Nishimura, 1965；相良・小澤，2002；山田ほか，
2007；波戸岡・萩原，2013；河野ほか，2014；池
田・中坊，2015）を確認すると，若狭湾からの記
録はあるが府県が明確ではなく，京都府からの記
録も見つからない．本研究で調べた限りでは，こ
れまでに報告された本種の京都府近海からの記録
は吉田（1799–1801）のみである．吉田（1799–1801）
にある京都府宮津市沖で漁獲された魚類の絵は，
澤井・氷厘亭（2019）によってヤリマンボウと再
同定され，その個体の漁獲日は 1798–1799年 2月
25日と推定されている．よって，Fig. 2の個体は
225–226年ぶりに学術的に報告される京都府から
のヤリマンボウの確かな記録となり，漁獲地は同
じ京都府宮津市沖であることから，吉田（1799–

1801）の絵はヤリマンボウであったことが強く裏
付けられた．

また備考として，本個体は船上に置かれてい
た間に体色変化が観察された．Fig. 2Aの体側面
は全体的に薄い茶褐色で覆われ大きな黒色斑紋が
目立たないことに対し，Fig. 2Bの体側面は全身
を覆っていた茶褐色が薄れて白くなり位置や形状
は変わらないものの大きな黒色斑紋が目立つよう
になっていた．飼育下のマンボウでは体表模様の
位置や形状は変わらないものの，体色は 1分以内
に薄くなったり濃くなったりすることが観察され
ており（久志本ほか，2022），ヤリマンボウも同
様に短時間の間に体色の濃淡を変化させられるも
のと推察された．
舵鰭突出部の個体変異　ミトコンドリア DNA

を用いた系統解析では海域や舵鰭突出部の長短に
よってヤリマンボウの種が分かれる傾向は見られ
ない（Caldera et al., 2020）．本種の舵鰭突出部は
成長にともない短くなる傾向があるが，大型個体
でも舵鰭突出部の長い個体は確認されていること
から，個体変異の幅が大きいと推察される（松浦，
2017；澤井ほか，2022）．本研究で調査した伊豆
諸島北部海域産 2個体は，胸鰭の形状（IzuMa-1

は三角形状，IzuMa-2は楕円形状；Fig. 3B），体
前半の腹部側にある小さな黒色斑紋の有無
（IzuMa-1はあり，IzuMa-2は無い；Fig. 3B），舵
鰭突出部の有無（IzuMa-1はあり，IzuMa-2は無い；
Fig. 3A）から，情報提供者によって IzuMa-1はヤ
リマンボウ，IzuMa-2はマンボウと同定された．
これらの形態の違いは奇形を含むヤリマンボウの
個体変異内に入るが（松浦，2017；澤井ほか，
2022），誤同定を導いた最大の要因は IzuMa-2の
短い舵鰭突出部が見逃されたことによる．また，
IzuMa-2の舵鰭縁辺部の背側には捕食者に齧られ
た痕のような欠損が見られ（Fig. 3A），やや波打っ
ているように見えることもマンボウと誤認された
一因になったと思われた．IzuMa-2の舵鰭突出部
が二又に分かれているのも，先端が捕食者に齧ら
れた可能性がある（Fig. 3A矢印）．本種の種同定
は舵鰭突出部の有無のみで判断されることが多
く，舵鰭突出部が分かり辛い個体や欠損している
個体はマンボウ属と誤同定される可能性が高いた
め，本種の認知度を上げるとともに体型や色模様

Fig. 3. Two individuals (sample code IzuMa-1, IzuMa-2) of 
Masturus lanceolatus captured by the purse seine in the northern 
Izu Islands waters (roughly estimated operating range 33°54'–
34°40'N, 138°49'–139°38'E), Japan, on 10–11 November 2024. 
A: posterior part of body. B: anterior part of body. Arrows: 
clavus median projection. Photographed by Kenji Sugisawa.
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などその他の分類形質も合わせて種同定を行うこ
とを広める必要がある．
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